
ヒューマンバイオロジー学位プログラム(一貫制博士課程)

基礎科目/イニシエーション科目

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0BTX001
イニシエーションセミ
ナー

1 1.0 1 春A 集中
大石 陽,吉原 雅
大,川口 敦史,水
野 智亮

セミナーに参加して、ヒューマンバイオロジー学位プログラ
ムの人材養成の目的、カリキュラムの内容、修了に必要な要
件、学生に対する各種サポートについて学ぶ。また、国際社
会で活躍している教育研究者、行政官、企業で活躍する経営
者・研究者などの講演を聴き、課程修了後のキャリアパスの
多様性を理解する。さらに、将来の職業選択と今後の学修計
画について同期生および招待講演者と話し合い、今後の学修
の目標と計画について発表を行うとともにレポートを提出す
る。

英語で授業。
4/11（金）午後、開講
英語で授業。
主専攻必修科目. 対面
※授業形態：基本的に
対面授業。対面授業受
講が不可能な学生に対
してのみオンライン
（オンデマンド型）授
業受講を認める。

0BTX002
イニシエーションセミ
ナー

1 1.0 1 秋A 集中
大石 陽,吉原 雅
大,川口 敦史,水
野 智亮

セミナーに参加して、ヒューマンバイオロジー学位プログラ
ムの人材養成の目的、カリキュラムの内容、修了に必要な要
件、学生に対する各種サポートについて学ぶ。また、国際社
会で活躍している教育研究者、行政官、企業で活躍する経営
者・研究者などの講演を聴き、課程修了後のキャリアパスの
多様性を理解する。さらに、将来の職業選択と今後の学修計
画について同期生および招待講演者と話し合い、今後の学修
の目標と計画について発表を行うとともにレポートを提出す
る。

英語で授業。

英語で授業。
主専攻必修科目. 対面
※基本的に対面授業。
対面授業受講が不可能
な学生に対してのみオ
ンライン（オンデマン
ド型）授業受講を認め
る。

0BTX003
世界のサイエンスリー
ダーズセミナー

1 1.0 1 通年 応談 水野 智亮

世界をリードする研究者の専門分野における基礎知識と最近
の研究動向を講演から学び、その内容や関連事項についてメ
ンター教員と討論を行うことにより、研究発表と討論の方法
を習得すると同時に、研究に関する専門力と目利き力を養
う。また、レポートを作成し、研究の進め方について理解を
深め、研究遂行能力を養う。またセミナーで学んだ最近の研
究トピックに関連する論文を読んで、それらをメンター教員
と関連トピックについて話し合うこと、ならびに研究の理解
を深めるために最近の研究トピックに関するレポートを書く
ことで、理解を深め、論文を書くことの基礎を身につける。

主専攻必修科目. 対面
(オンライン併用型)
※ 授業形態（対面 も
しくは オンライン）
は、各講師による。詳
細については、グロー
バル教育院事務室へ問
い合わせること。

0BTX005
ビジネスリーダーズセ
ミナー

1 1.0 1 通年 応談 入江 賢児

世界のトップビジネスリーダーを招き、オムニバス形式で
キャリア形成やビシネスに関する成功と失敗の話などの経験
を紹介する。学生は自らのキャリアパスを考える機会を持
ち、また国際的ビジネスに関する知識を習得し、海外の文化
的背景も含め、その基盤を理解する。オムニバス形式の講演
を聞き、その要点と自身へのフィードバックをレポートで提
出する。これによって、国際的ビジネスの複雑さ、面白さ、
リスクやグローバルなビジネス戦略を学ぶ。

主専攻必修科目. 対面
(オンライン併用型)
※ 授業形態（対面 も
しくは オンライン）
は、各講師による。詳
細については、グロー
バル教育院事務室へ問
い合わせること。

0BTX007
ヒューマンバイオロ
ジーのセレンディピ
ティ

1 1.0 1 春AB 月5
木村 圭志,千葉 
智樹

Human Biologyの各専門分野における、講師自らが成し遂げた
「思わぬ発見」や「breakthroughをもたらした実験やアイデ
ア」に関する研究とその過程について学び、その意義につい
ての討論に参加するとともに、関連分野の原著論文を読み、
その内容について指導教員等と討論を行い、レポートを作成
して理解を深める。これにより、Human Biologyの様々な分野
について詳細に議論し、知識を蓄え応用力を磨く訓練を行う
とともに、研究における意外性のある発展が科学的で論理的
な考え方を背景にした考察から生まれることを理解する。

英語で授業。
オンライン(オンデマ
ンド型)

基礎科目/基礎科目

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0BTNA11 研究発表と討論 2 1.0 1 - 3 通年 応談
水野 聖哉,メイ
ヤーズ トーマス 
デイヴィッド

学位プログラム担当教員や研究員等の医科学に関する最新の
研究成果の英語の発表を聞き、重要なポイントを理解し、研
究内容に関する討論を英語で行う。また、学生が自らの研究
成果を英語で発表し、討論する。これにより、英語による効
果的なプレゼンテーション法、ディスカッションの方法を学
ぶとともに、聴衆からの英語の質問を理解し、議論する能力
を涵養する。

02EW033と同一。
オンライン(対面併用
型)

0BTX021 科学倫理 1 1.0 1・2 春AB 水4
マティス ブライ
アン ジェームズ,
入江 賢児

倫理的行動を定義する科学および法的枠組みで一般的に認め
られている慣習について学習する。この学習により、学生は
多数の倫理的問題とそれらを適切に議論し解決する方法を習
得する。そのため、授業では伝統的な講義とソクラテス式問
答法を用いた双方向の議論を行う。さらに、グループに分か
れて議論を行い、その結果をホームワークとしてレポートに
まとめる。

0ATGC46と同一。
英語で授業。
オンライン(同時双方
向型)



0BTX027
Research Planning and 
Development in Human 
Biology

4 2.0 1・2 通年 随時 Ho Kiong

研究計画は仮説の定義、研究目的の構築、研究目的を解決す
るための実験的アプローチの設計を含み, その作成には困難
をともなう。そこで本コースでは、受講生が独創的な研究計
画を立案するために必要となる批判的・科学的思考を身につ
けることを目的とする。世界レベルの科学コミュニティにお
けるコミュニケーション・ディスカッション能力、および
リーダーシップを身につけるために、英語での授業を行う。

英語で授業。
対面(オンライン併用
型). オンライン(同時
双方向型)

0BTX029
ヒューマンバイオロ
ジーの国際討論I

4 2.0 1 春AB 金1,2
入江 賢児,水野 
智亮,須田 恭之

テレビ会議システムを使った国立台湾大学、京都大学との交
流授業(分子細胞生物学に関する英語による講義と討論、英語
による論文紹介と討論)を通して、生命科学の知識、および英
語によるサイエンスコミュニケーション能力、プレゼンテー
ション能力を身につける。Iでは、分子細胞生物学をトピック
とする。
授業項目:(1) 転写、(2) 転写調節、(3) 遺伝子発現における
転写後調節、(4) 遺伝子発現の制御動物におけるsmall RNAを
介した遺伝子サイレンシング、(5) 細胞の反応と環境因子へ
の適応(I)---発生、(6) 細胞応答と環境要因への適応(I)---
酸素、(7) 細胞の反応と環境因子への適応 (III)---細胞遊
走、(8) 細胞間コミュニケーションを解析するための先端技
術、(9) 細胞応答と環境要因への適応(IV)---細胞死、(10) 
学生による論文発表I、(11) 学生による論文発表II

英語で授業。
オンライン(オンデマ
ンド型)
論文発表の練習と発
表：同時双方向型

0BTX031
ヒューマンバイオロ
ジーの国際討論II

4 2.0 1 秋AB 水1,2

入江 賢児,水野 
智亮,須田 恭之,
川口 敦史,船越 
祐司,水野 聖哉,
渡邊 幸秀

テレビ会議システムを使った国立台湾大学、京都大学との交
流授業(分子細胞生物学に関する英語による講義と討論、英語
による論文紹介と討論)を通して、生命科学の知識、および英
語によるサイエンスコミュニケーション能力、プレゼンテー
ション能力を身につける。IIでは、がん生物学をトピックと
する。
 授業項目:(1) がん生物学、(2) RNA制御とその癌との関係、
(3) 腫瘍ウイルス学、(4) テロメア生物学、(5) ゲノム不安
定性のメカニズムとその癌との関連性、(6) がんのエピジェ
ネティクス、(7) 癌はどのように成長しますか? 、(8) 腫瘍
の微小環境、(9) 癌細胞におけるシグナル伝達、(10) がんゲ
ノミクス、(11) 癌研究における動物モデル

英語で授業。
オンライン(オンデマ
ンド型)

基礎科目/国際科目

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0BTX041
国際研究室ローテー
ション

3 5.0 2 秋ABC 随時 柳沢 裕美

ヒューマンバイオロジー学位プログラムの担当教員が主宰す
る海外の研究室のうち、学生自身が興味のある1~2の研究室を
選択し、その研究室で4週間研究に従事し、研究の目的や研究
の進め方、得られた研究成果について派遣先の指導教員なら
びに帰国後に研究指導教員と議論する。これにより、多様な
研究技術を習得し、研究結果解析能力と国際性を養う。学生
からの活動報告ならびに派遣先の教員からの評価に基づき、
教務委員会が研究指導教員の研究室の研究内容との相違を含
めた派遣の必要性・意義、活動内容、成果について総合的に
評価を行う。

英語で授業。
対面
選択必修科目
/Compulsory Elective 
Subject

0BTX042
国際研究室ローテー
ション

3 5.0 2 春ABC 随時 柳沢 裕美

ヒューマンバイオロジー学位プログラムの担当教員が主宰す
る海外の研究室のうち、学生自身が興味のある1~2の研究室を
選択し、その研究室で4週間研究に従事し、研究の目的や研究
の進め方、得られた研究成果について派遣先の指導教員なら
びに帰国後に研究指導教員と議論する。これにより、多様な
研究技術を習得し、研究結果解析能力と国際性を養う。学生
からの活動報告ならびに派遣先の教員からの評価に基づき、
教務委員会が研究指導教員の研究室の研究内容との相違を含
めた派遣の必要性・意義、活動内容、成果について総合的に
評価を行う。

英語で授業。
対面
選択必修科目
/Compulsory Elective 
Subject

0BTX043
海外企業におけるイン
ターンシップ

3 5.0 2 秋ABC 随時 入江 賢児

本コースでは、インターンシップが可能な海外企業を自ら探
すことから始まり、実際にこれを行い、ビジネスチャンスの
知識を身につける。授業から得られた科学的知識がどのよう
に実際の実務に取りこめるかを考える。また、今日のビジネ
ス環境における基礎研究と応用研究の役割について理解を深
め、どのようにビジネスの成功とその社会への還元に繋がる
かを学ぶ。さらに、ビジネスチャンスに関する情報を探索し
入手する方法、専門家とネットワークを形成し、可能な共同
研究者を特定できるようにすることなども学習する。

英語で授業。
対面(オンライン併用
型)
選択必修科目
※授業形態（対面もし
くはオンライン）：受
入企業先 指導教員に
よる。



0BTX044
海外企業におけるイン
ターンシップ

3 5.0 2 春ABC 随時 入江 賢児

本コースでは、インターンシップが可能な海外企業を自ら探
すことから始まり、実際にこれを行い、ビジネスチャンスの
知識を身につける。授業から得られた科学的知識がどのよう
に実際の実務に取りこめるかを考える。また、今日のビジネ
ス環境における基礎研究と応用研究の役割について理解を深
め、どのようにビジネスの成功とその社会への還元に繋がる
かを学ぶ。さらに、ビジネスチャンスに関する情報を探索し
入手する方法、専門家とネットワークを形成し、可能な共同
研究者を特定できるようにすることなども学習する。

英語で授業。
対面(オンライン併用
型)
選択必修科目
※授業形態（対面もし
くはオンライン）：受
入企業先 指導教員に
よる。

0BTX045 適正技術 3 5.0 2
春BC秋A
秋BC

随時 入江 賢児

現地(途上国、国内過疎地域)のニーズ、文化、環境、人など
を考慮したうえで、現地の人に必要とされる最善の技術を創
出する。それにより、これからの社会で必要とされる問題解
決力、現場対応力、起業力を身につける。
1.適正技術の科目の履修に必要な基礎知識(適正技術教育、途
上国や過疎地域の現状、フィールド活動等)について、講義と
討論により学修する。
2.現地(途上国、国内過疎地域)のニーズ、文化、環境、人な
どを考慮したうえで、現地の人に必要とされる最善の技術を
創出する。
 授業項目:
(1) 適正技術教育入門の受講
(2) 現地(途上国、国内過疎地域)へのフィールドトリップ
(3) 途上国向けの製品開発と討議、最終報告会での発表
(4) (1)~(3)のレポートの提出

英語で授業。
対面
選択必修科目
※ 授業形態について
の詳細は、科目担当教
員に問い合わせるこ
と。
※履修登録：6月より
オンライン授業・e-
learningコンテンツを
利用した自己履修開始
のため、5月31日まで
に登録すること。

0BTX047 起業家マインド育成 2 5.0 2 秋AB
火・木
5,6

大根田 修

シーズとなる技術、或いはアイデアを自ら社会に還元するた
めに必要とされるマインドとスキルを育成する。社会ニーズ
の把握、マーケティングや流通の理解、起業、さらに事業の
継続に必要とされる考え方とスキルを講義で学習するととも
に、実際に企業を訪問して学習する。成功事例に加えて失敗
事例についても学ぶ。教育目標としてはヒューマンバイオロ
ジー・食と健康に関するビジネスの創出や起業の基本的プロ
セスについて説明できるようになる。授業の達成目標は、ベ
ンチャー企業の起業やビジネスの継続知識・技術を学習し、
ヒューマンバイオロジー学位プログラムで修得が求められる
実効的な知識・能力、特に、ヒューマンバイオロジー・食料
健康科学の専門知識の活用能力、異分野・異業種間での交
流・連携も含めた統合的なプロジェクト・マネジメント能力
を習得する。

英語で授業
英語で授業。
対面
選択必修科目
※授業形態（対面、一
部オンライン）につい
ては、科目担当教員に
問い合わせること。
木曜日は4，5時限を予
定している。時限に関
しては科目担当教員に
問い合わせること。
企業訪問の際には講義
内容に応じて4限ある
いは7限を実施する場
合がある。

基礎科目/応用国際科目

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0BTX061
国際研究室ローテー
ション上級コース

3 10.0 3 - 5 通年 随時 鶴田 文憲

ヒューマンバイオロジー学位プログラムの担当教員が主催す
る海外の研究室のうち、学生自身が興味ある1~2の研究室を選
択し、その研究室で8週間以上博士論文研究の一部を実施し、
研究の目的や研究の進め方、得られた研究成果、今後の研究
方針について派遣先の指導教員ならびに帰国後に研究指導教
員と議論する。これにより、学位論文作成に多様な研究遂行
能力や結果の評価能力を習得する。学生からの活動報告なら
びに派遣先の教員からの評価に基づき、教務委員会が研究指
導教員の研究室の研究内容との相違を含めた派遣の必要性・
意義、活動内容、成果について総合的に評価を行う。

英語で授業。
対面

0BTX063
海外企業におけるイン
ターンシップ上級コー
ス

3 10.0 3 - 5 通年 随時 入江 賢児

本コースでは、インターンシップが可能な海外企業を自ら探
すことから始まり、ビジネスチャンスにつながる知識と方策
を実践により身につける。さらに、インターンシップの計画
について海外企業と交渉したうえで設定し、これを実施す
る。授業から得られた科学的知識を実際の実務経験に統合す
ることが期待される。そのうえで、基礎研究、応用研究の成
果が、社会実装にどのようにトランスレーションされるかの
実践を通して理解を深める。

英語で授業。
対面(オンライン併用
型)
※授業形態（対面もし
くはオンライン）：受
入企業先 指導教員に
よる。



0BTX065 適正技術上級コース 3 10.0 3 - 5 通年 応談 入江 賢児

適正技術教育から得られた実践的なスキルに基づいて、学生
が対象となるコミュニティ(途上国や国内過疎地域など)で新
しいビジネスを開始するためのトライアルを行う。現地(途上
国、国内過疎地域)のニーズ、文化、環境、人などを考慮した
うえで、現地の人に必要とされる最善の技術を創出する。そ
れにより、これからの社会で必要とされる問題解決力、現場
対応力、起業力を身につける。
1.適正技術の科目の履修に必要な基礎知識(適正技術教育、途
上国や過疎地域の現状、フィールド活動等)について、講義と
討論により学修する。
2.現地(途上国、国内過疎地域)のニーズ、文化、環境、人な
どを考慮したうえで、現地の人に必要とされる最善の技術を
創出する。

英語で授業。
対面
※授業形態の詳細につ
いては、科目担当教員
に問い合わせること。
※履修生には、
0BTX045 適正技術 科
目のTA担当を依頼す
る。

0BTX067
起業家マインド育成・
実践コース

3 10.0 3 - 5 通年 随時 大根田 修

「起業家マインド育成」で学習した内容をもとに、実際の起
業案を作成して発表する。起業案作成に必要な、プロジェク
ト・マネジメント、市場調査、組織構築、資金計画、スケ
ジューリング、リスク管理、出口戦略などを学習する。教育
目標としては、ヒューマンバイオロジー・食と健康に関する
特定のテーマに基づいて、起業または実現可能性の高いビジ
ネスモデルを創出できるようになる。また、授業の達成目標
はベンチャー企業の起業やビジネスの継続知識・技術を、起
業シミュレーションを通じて学習する。具体的にはヒューマ
ンバイオロジー学位プログラムで修得が求められる汎用的知
識・能力、特に、ヒューマンバイオロジー・食料健康科学の
専門知識の活用、アイディアを具体化・実行する実践力、プ
レゼンテーションや自己アピールなど表現力、多国籍間にお
ける対話・交渉力など統合的プロジェクト・マネジメント力
を習得する。

英語で授業。
対面(オンライン併用
型)
※授業形態（対面 も
しくは オンライン）
については、科目担当
教員について問い合わ
せること。

0BTX069
キャリアマネジメント
学習

3 10.0 3 - 5 通年 随時 入江 賢児

本コースでは、国際社会の中でリーダーとして活躍できるた
めに必要なビジネスコミュニケーションスキル、ソーシャル
マナーを講義やワークショップにより身につける。同時に
チーム管理、プロジェクト管理の基本的知識と方策を、同様
に講義やワークショップにより学ぶ。これにより、学生は卒
業後のキャリア開発を目的としたインターンシップに参加す
る準備を整える。また、国際社会において成功する社会的人
として必要な実践的な知識を習得することができる。

英語で授業。
対面(オンライン併用
型)
※授業形態（対面もし
くはオンライン）：実
習先 指導教員によ
る。

専門基礎科目/医科学

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0BTX101 人体解剖学・発生学 1 2.0 1 秋AB 月3,4
高橋 智,吉原 雅
大

生物の一種としてのヒトの体の構造を細胞、組織、臓器、器
官系として理解する。肉眼解剖学として、総論講義、頭部、
胸部、腹部および会陰部の5回の部位別の講義を行い、人体の
生物としての特徴を理解する。また。そのような特徴がなぜ
形成されるかを発生学総論1、発生学総論2、消化器系発生
学、循環・呼吸器系発生学、頭頸部および神経系発生学の5回
の発生学講義より理解する。理解した内容についてテーマを
選択してレポートを提出する。

英語で授業。
英語で授業。
主専攻必修科目. 対面
対面およびオンデマン
ド

0BTX102 人体病理学・腫瘍学 1 2.0 1 秋AB 金4,5

加藤 光保,坂田
(柳元) 麻実子,水
口 剛雄,渡邊 幸
秀,川西 邦夫,沖
田 結花里

ヒトの病気の原因、発生機序、形態変化について、循環障害
(浮腫、血栓症、梗塞など)、炎症、腫瘍などの基礎的な疾患
概念を理解するとともに、生体内で何が起こっているのかを
総論的に理解できるようになる。また、各論的な知識を自ら
取得できるような学習方法を学ぶ。後半は、種々のがんの専
門医の授業によりがん医療と最新研究の現状を学ぶ。複数の
授業の後に行う小テストと最終レポートにより評価する。

0AVC204と同一。
英語で授業。
0AVC204と同一。
英語で授業。
主専攻必修科目. 対
面. オンライン(オン
デマンド型)

0BTX103 ヒトの感染と免疫 1 2.0 1 春AB 月3,4

渋谷 和子,川口 
敦史,森川 一
也,Ho Kiong,松本 
功,坪井 洋人,小
田 ちぐさ,小倉 
由希乃

感染症を惹起する病原微生物、特に病原細菌とウイルスの生
物学的な特性、宿主免疫システム、および病原微生物と宿主
の免疫との相互関係を分子レベルで理解する。さらに、免疫
応答の異常としての自己免疫疾患とアレルギーについて理解
する。これらの基本的知識をもとに、ヒトの感染症と免疫応
答の制御法を開発する基盤的能力を養う。

0ATGE61と同一。
英語で授業。
対面(オンライン併用
型)



0BTX104 ヒトの内分泌・代謝学 1 2.0 1 春AB 水3,4

関谷 元博,鈴木 
浩明,松坂 賢,宮
本 崇史,嶋田 昌
子,岩﨑 仁,大﨑 
芳典,大野 博

エネルギー代謝に関する生化学・分子生物学、ホルモンの生
理機能とシグナル伝達機構、ホルモンの異常により引き起こ
される疾患の分子メカニズムと治療法について解説する。
 目標:ヒトの内分泌代謝疾患の成因と発症に至る病態生理に
ついて論じることができる。

4/16開講
英語で授業。
主専攻必修科目. オン
ライン(オンデマンド
型)

英語で授業。
主専攻必修科目. オン
ライン(オンデマンド
型)
【授業日程】
4/16, 4/23, 4/30, 
5/14, 5/21, 5/28, 
6/4, 6/11, 6/18, 
6/25（レポート）

0BTX105 環境医学 1 1.0 1 春AB 水5
入江 賢児,熊谷 
嘉人

授業概要:我々は生活環境を介して様々な物質に曝露されてお
り、地球規模の環境汚染と健康との関係が注目されている。
医学的な立場で環境問題に取り組むには、疫学研究を基盤と
したフィールドサイエンスと、実験動物や培養細胞を用いた
実験科学の融合が重要である。本講義では、地下水を介した
地球規模汚染が知られているヒ素を題材として、フィールド
サイエンスと実験科学の基本的な考え方を学ぶ。
 授業の達成目標:環境汚染地域でのサンプリング、断面調査
および介入研究を理解する。ヒトの代替としての実験動物の
使用およびメカニズム解明のための細胞実験を理解する。
 授業計画:1.概論 2.ヒ素汚染の実態 3.フィールドサイエン
ス(その1) 4.フィールドサイエンス(その2) 5.フィールドサ
イエンス(その3)6.実験科学(その1)7.実験科学(その2)8.実験
科学(その3)9.総合討論(その1)10.総合討論(その2)

英語で授業。
オンライン(オンデマ
ンド型)

専門基礎科目/分子科学

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0ATGC41 神経科学特論 1 1.0 1・2 春A 火・木7

柳沢 正史,櫻井 
武,阿部 高志,坂
口 昌徳,LAZARUS 
MICHAEL,櫻井 勝
康,戸田 浩史,平
野 有沙,本城 咲
季子,Vogt Kaspar

神経科学分野において重要な論文を読み、内容を深く理解す
ることで、基礎から応用までの幅広い知識を養う。授業はオ
ムニバス形式で、計11回行う。授業では、ハエ・マウス・ヒ
トといった様々な動物における、分子・細胞・神経回路・行
動といった幅広いトピックを扱う。
 目標:原著論文を読みこなし、トピックについて論じること
ができる。さらに、英語によるプレゼンテーション能力が向
上し、自分自身の研究分野においても英語で議論ができる。

英語で授業。
対面

0BTX111 生化学・分子生物学 1 1.0 1 春AB 月1

福田 綾,入江 賢
児,久武 幸司,水
野 智亮,桝 和子,
岡田 拓也

DNAの複製、転写、翻訳および代謝、細胞周期、細胞シグナル
伝達などの分子基盤について学習する。
目標:人体機能の分子メカニズムについて論じることができ
る。
本コースはオンラインで行う。詳細は受講者に後日連絡す
る。
1. DNA, RNA, 核酸代謝、染色体、ゲノム、2. DNA の複製、
修復、組換え、3. 転写と遺伝子発現調節、4. 翻訳の機構と
調節、5. 代謝 I（糖代謝）、6. 代謝 II（TCA サイクル、電
子伝達系）、7. 代謝 III（脂質代謝）、8. 代謝 IV（アミノ
酸代謝）、9. 細胞周期、10. 細胞内シグナル伝達

（英）
0ATGA28と同一。
英語で授業。
オンライン(オンデマ
ンド型)

0BTX112 分子細胞生物学 1 1.0 1 秋AB 火3
千葉 智樹,鶴田 
文憲

生命の単位である細胞は、環境に応じて、細胞増殖、細胞分
化、細胞死など、様々な振る舞いをしめす。また細胞は障害
性のストレスに対して恒常性を維持するために様々な防御機
構を備えている。本講義では、上記の基本的な生命現象を支
える細胞内の分子メカニズムを学び、討論する。また学生は
細胞生物学の最新原著論文を紹介し、質疑応答することよっ
てさらに理解を深める。

英語で授業。
オンライン(同時双方
向型)



0BTX113 基礎毒性学 1 1.0 1 秋AB 水4
入江 賢児,熊谷 
嘉人

授業概要:生体内において、薬、環境物質などの化学物質の吸
収、分布、代謝および排泄(ADME)は、その薬理作用や毒性に
影響する。特に代謝には種々の酵素(群)が関与しており、解
毒だけでなく、有害性の獲得も知られている。本講義では、
化学物質の毒性発現について学ぶ。
 授業の達成目標:化学物質の薬効および有害性の量-反応関係
を理解する。化学物質の解毒および発がんや組織傷害に係る
代謝活性化の分子メカニズムを理解する。異物代謝の中心的
役割を担うチトクロムP450(CYP)の誘導能および遺伝的多型を
理解する。
 授業計画:1.概論 2.化学物質のADME 3.薬と毒物 4.化学物質
の解毒 (その1)5.化学物質の解毒 (その2)6.化学物質の代謝
活性化 (その1)7.化学物質の代謝活性化 (その2)8.薬効およ
び有害性の個体差と遺伝的多型 9.総合討論(その1)10.総合討
論(その2)

0AVC203と同一。
英語で授業。
オンライン(オンデマ
ンド型)

0BTX114 創薬フロンティア科学 1 1.0 1 秋AB 水5 高橋 智,藤田 諒

本講義は、筑波大学と東京理科大学の大学間の連携協定に基
づき実施する講義である。創薬の方法について、東京理科大
学薬学部所属の創薬の専門家を招いて講義を行なう。基本的
な化学合成の方法から、創薬リード化合物のin silico スク
リーニング/分子設計及びコンビナトリアルケミストリー手
法、コンピュータシミュレーション技術を駆使した論理的な
新薬開発のプロセス、薬物体内動態研究の動向等、最新の創
薬技術までを俯瞰的に理解する。理解した内容についてテー
マを選択し、創薬についてのレポートを提出する。

事前配布資料を読んで
おくこと。
英語で授業。
英語で授業。
対面. 対面(オンライ
ン併用型)

0BTX115 神経生物学 2 1.0 1 秋AB 月7 Vogt Kaspar

本講義では、神経細胞と神経ネットワークの機能についての
基本的な理解に努める。最初に、神経の静止膜電位と活動電
位の発生および伝播基盤から、神経細胞における電気的信号
の基本原理を学ぶ。次に、イオンチャネル等を介したカルシ
ウム流入による神経伝達物質放出の基本原理に基づいて、シ
ナプス伝達による神経間の情報伝達基盤を学ぶ。こうした一
連の基本原理から、実際の脊髄反射等の生体生理現象をどの
様に説明可能であるかを実践的に理解する。最後に、学習、
記憶と知覚認知領域における最新の概念とこれらの脳機能プ
ロセスが、基本的な神経細胞機能と神経ネットワークの観点
からどのように理解可能であるかを応用的に学習する。

英語で授業。
英語で授業。
対面

専門基礎科目/数学と計算科学

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0AL5419 基礎計算生物学 1 2.0 1・2 秋AB 木1,2

建部 修見,櫻井 
鉄也,稲垣 祐司,
庄司 光男,保國 
惠一

計算生物学についての基礎的な概念と計算手法について学
ぶ。本講義では、計算機を用いて生物学で現れる各種の問題
を解くための基礎的な手法について理解する。分子系統解
析、分子動力学法、現象のモデル化とアルゴリズム、成分分
析法、高性能計算について説明する。

英語で授業。
オンライン(オンデマ
ンド型)

0BTX121
サイエンスにおけるIT
の活用

5 2.0 1
夏季休業

中
秋ABC

集中 永田 毅

広い意味での計算科学を俯瞰し、科学におけるITの活用につ
いて解説する。さらに、いくつかの重要なトピック(統計解
析、主成分分析、クラスタリング、FFT解析、画像解析、機械
学習等)について、理論的に理解したうえで、実践的なプログ
ラミングスキルを習得し、具体的な事例を題材にして実際に
解析システムを構築し、解析と検討を行う。本科目の目標
は、各自の研究に直接応用できる高度な数値解析・プログラ
ミングスキルの基礎を身につけることである。

実施時間は、15:15-
18：00、英語資料、日
本語授業、通訳TAあり

8月～1月にかけて実施

8/25
9/1,8,22,29
10/6,20,27
11/10,17
12/1,8,15,22
1/5

対面

0BTX122 数理アルゴリズム 4 2.0 2 秋AB 金3,4
櫻井 鉄也,多田野 
寛人,今倉 暁

近年の計算機性能の飛躍的な向上に伴って、科学や工学の
様々な分野において、計算科学は理論、実験に次ぐ第3の科学
として必要不可欠なものとなっている。本講義では、これら
の分野でコンピュータを活用するための基本的な考え方と手
法について習得する。科学計算で現れる各種のモデリングと
アルゴリズムについて、とくに大規模な線形計算を中心に物
理現象を表すモデリングと応用事例、行列演算に関する基本
的事項、線形方程式の反復解法、固有値問題の解法について
学ぶ。

西暦奇数年度開講。
英語で授業。



0BTX123 高性能計算技術 1 2.0 1・2 秋AB 水2,3
朴 泰祐,高橋 大
介,額田 彰

本講義では、今日の先端的科学技術計算(計算科学、計算工
学)を支える高性能コンピューティング技術に関して、並列処
理システム、プロセッサアーキテクチャ、相互接続ネット
ワーク、数値計算アルゴリズム、性能最適化手法等のハード
ウェアからアプリケーションまでのあらゆる階層に跨がる技
術について概説する。また、最先端の実システムと実アプリ
ケーションについても紹介する。本講義は高性能計算システ
ムを利用するアプリケーション側の学生と、高性能計算シス
テムを提供するシステム側の学生の両方を対象とし、どちら
の立場にも他方の考え方を理解させ、コデザインの概念に基
づく高性能計算技術の基礎を身につかせることを目指す。

0AL5421と同一。
英語で授業。
対面

0BTX124 計算構造生物学・創薬 5 1.0 2 秋C 火3-5
庄司 光男,広川 
貴次,原田 隆平

現在、生体機能解析および創薬の分野においては、計算科学
をベスートした研究手法による、原子分子レベルでの作用機
序の知見が必須となっている。本講義では、それらの基礎と
なる計算科学・物理学の知識、および各種研究手法(バイオイ
ンフォマティクス、分子動力学計算、第一原理計算)を学習す
るとともに、(1)分子動力学計算、(2)第一原理計算、(3)創薬
シミュレーションのそれぞれのテーマに関してコンピュータ
を活用した実践形式の実習を行う。

英語で授業。
対面

0BTX125
ゲノミクスデータベー
スへのアクセスと利用

2 1.0 1 春C 金5,6 村谷 匡史

バイオインフォマティクスの経験が全くない学生を想定し、
学位研究でも頻繁に用いられるRNAシークエンシングおよび、
ChIPシークエンシングのデータ解析が行えるようになること
を目標とする。中央計算機システムに接続したコンピュー
ターを学生が各1台使用できる端末室、または各自のパソコン
を用いて実習を行う。講義形式の説明、テキストを用いなが
ら教員とTAがサポートして進める練習課題、プロジェクト形
式のデータ解析、および結果の発表とディスカッションを英
語で行う。この中で、公共データベースの利用法、ウェブ
ツールを用いた解析、Linux環境でのファイル処理の自動化、
インフォマティクス解析のモジュール構造など、他のプログ
ラミング言語にも共通した概念を経験する。また、ヒトゲノ
ム研究の科学的・社会的意義やデータプライバシーについて
もカバーする。各自のパソコンを用いる場合は、使用環境に
より、LinuxのかわりにRまたはPythonを選択することができ
る。

英語で授業。
オンライン(同時双方
向型)

専門基礎科目/その他

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0BTX131
遺伝子工学と遺伝子改
変マウス

2 1.0 2 春ABC 火5 水野 聖哉

生命科学研究では、遺伝子改変技術とその方法を応用した遺
伝子改変マウスの作成は必須の研究方法である。本授業で
は、マイクロインジェクションによるトランスジェニックマ
ウスの作製、ES細胞を用いた相同遺伝子組換えによるジーン
ターゲティング法や、CRISPR/Cas9を用いた最新のゲノム編集
法などの遺伝子工学の基盤的技術と、その応用である遺伝子
改変マウス作製手法について理解する。また、自身の研究に
おけるそれらの技術応用について討論し、レポートを提出す
る。

英語で授業。
対面
※授業形態：基本的に
対面授業。対面授業受
講が不可能な学生に対
してのみオンライン
（オンデマンド型）授
業受講を認める。

0BTX132 エピゲノム生理学 2 1.0 2 春C 月5,6
加香 孝一郎,大徳 
浩照,高橋 悠太,
日野 信次朗

本講義では、2つの遺伝情報(ゲノムとエピゲノム)について、
生物学的、医学的および社会的重要性を概説する。また、学
生は、DNAあるいはヒストンのエピゲノム調節に関する最新の
論文を自ら選び、熟読し、パワーポイントでスライドを作成
してプレゼンテー
ションを行う。聴く側の学生からは質問を充分に行い、教員
が用意したpeer review sheet(PRS)を使って発表者の課題設
定や論旨の展開などについて評価を行う。さらに、発表者の
ために、発表や質疑応答の準備状況などについて、今後のプ
レゼンテーションの役に立つよう、PRSに良かった点と改善点
についてもワンポイントアドバイスを記述する。この双方向
性の形式によって、エピゲノムのもつ生理学的意義について
学修する。

英語で授業。
対面(オンライン併用
型)
※ 授業形態（対面 も
しくは オンライン）
は、各講師による。詳
細については、科目担
当教員へ問い合わせる
こと。

0BTX133
シグナル伝達と創薬デ
ザイン

2 1.0 2 春AB 木2

船越 祐司,島野 
仁,橋本 幸一,松
坂 賢,川口 敦史,
佐藤 孝明

細胞機能を制御する細胞内反応、すなわちシグナル伝達につ
いて学習し、さらには、シグナル伝達の破綻が引き起こす疾
患について学ぶ。これらを理解した上で、これまでに開発さ
れた薬と新薬を開発するためのストラテジーについて学び、
創薬研究の基礎知識を習得する。各教員が、がん、糖尿病、
感染症などのシグナル伝達の講義や、医薬品開発についての
講義を実施する。

英語で授業。
オンライン(対面併用
型)
※ 授業形態（対面 も
しくは オンライン）
は、各講師による。詳
細については、科目担
当教員へ問い合わせる
こと。



0BTX134 幹細胞再生医学 2 1.0 2 春AB 木3
大根田 修,山下 
年晴,Vuong Cat 
Khanh

再生医学および幹細胞に関する研究に必要なヒト幹細胞に対
する基礎知識を習得し実際の幹細胞治療の現状と問題点を理
解するとともに、将来の幹細胞を用いた細胞治療法について
学ぶ。さらに幹細胞研究に必要な実験の原理と手法について
学び、自身で研究内容を構築し目的とする結果を得ることが
できる技術を身につける。また実験が失敗した場合にも、結
果を考察し、改善点を見出し新しい実験を組み立てることが
できる能力を育成することを目的とする。

英語で授業。
※ 授業形態（対面 も
しくは オンライン）
は、各講師による。詳
細については、科目担
当教員へ問い合わせる
こと。

専門科目

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0BTX201
ヒューマンバイオロ
ジー基礎実験

3 4.0 1 春ABC 随時
ヒューマンバイオ
ロジー学位プログ
ラム研究指導教員

4つの異なる研究室で、教員の講義をもとに各研究の概要を学
び、基礎的な実験方法・研究の概念とその原則を理解する。
また、基本的な実験やシミュレーションを行うことで、上記
の理解を深める。これにより、各研究内容の背景と概要を理
解し、研究者との議論による基礎的な実験方法やシミュレー
ションの理解、研究に関連する論文や書籍の収集をする能力
を身につけ、基本的な実験/シミュレーションを行い、理解を
深めることができるようになる。

英語で授業。
主専攻必修科目. 対面

0BTX202
ヒューマンバイオロ
ジー基礎実験

3 4.0 1 秋ABC 随時
ヒューマンバイオ
ロジー学位プログ
ラム研究指導教員

4つの異なる研究室で、教員の講義をもとに各研究の概要を学
び、基礎的な実験方法・研究の概念とその原則を理解する。
また、基本的な実験やシミュレーションを行うことで、上記
の理解を深める。これにより、各研究内容の背景と概要を理
解し、研究者との議論による基礎的な実験方法やシミュレー
ションの理解、研究に関連する論文や書籍の収集をする能力
を身につけ、基本的な実験/シミュレーションを行い、理解を
深めることができるようになる。

英語で授業。
主専攻必修科目. 対面

0BTX203
ヒューマンバイオロ
ジー特論I

1 1.0 1 秋ABC 随時
ヒューマンバイオ
ロジー学位プログ
ラム研究指導教員

専門分野とすることを希望する複数の研究室のプログレス
ミーティングに参加し、最新の研究成果の発表を題材とし、
研究内容に関する討論を行い、専門知識を学ぶとともに研究
の進め方を学修する。

英語で授業。
主専攻必修科目. 対面
(オンライン併用型)
※ 授業形態（対面・
もしくはオンライ
ン）：指導教員により
異なるので、詳細につ
いては各教員へ問い合
わせること。

0BTX204
ヒューマンバイオロ
ジー特論I

1 1.0 1 春ABC 随時
ヒューマンバイオ
ロジー学位プログ
ラム研究指導教員

専門分野とすることを希望する複数の研究室のプログレス
ミーティングに参加し、最新の研究成果の発表を題材とし、
研究内容に関する討論を行い、専門知識を学ぶとともに研究
の進め方を学修する。

英語で授業。
主専攻必修科目. 対面
(オンライン併用型)
※ 授業形態（対面・
もしくはオンライ
ン）：指導教員により
異なるので、詳細につ
いては各教員へ問い合
わせること。

0BTX205
ヒューマンバイオロ
ジー演習I

2 1.0 1 秋ABC 随時
ヒューマンバイオ
ロジー学位プログ
ラム研究指導教員

専門分野とすることを希望する複数の研究室の抄読会に参加
し、研究目的、方法、結果について理解し、当該研究の意
義、問題点、残された課題について討論する。

英語で授業。
主専攻必修科目. 対面
(オンライン併用型)
※ 授業形態（対面・
もしくはオンライ
ン）：指導教員により
異なるので、詳細につ
いては各教員へ問い合
わせること。

0BTX206
ヒューマンバイオロ
ジー演習I

2 1.0 1 春ABC 随時
ヒューマンバイオ
ロジー学位プログ
ラム研究指導教員

専門分野とすることを希望する複数の研究室の抄読会に参加
し、研究目的、方法、結果について理解し、当該研究の意
義、問題点、残された課題について討論する。

英語で授業。
主専攻必修科目. 対面
(オンライン併用型)
※ 授業形態（対面・
もしくはオンライ
ン）：指導教員により
異なるので、詳細につ
いては各教員へ問い合
わせること。

0BTX207
ヒューマンバイオロ
ジー特論II

1 1.0 2 春ABC 随時
ヒューマンバイオ
ロジー学位プログ
ラム研究指導教員

専門分野とすることを希望する複数の研究室のプログレス
ミーティングに参加し、最新の研究成果の発表を題材とし、
研究の目的、方法、結果を理解し、その意義や残された課題
について討論を行い、実践的な研究の進め方を学修する。

英語で授業。
主専攻必修科目. 対面
(オンライン併用型)
※ 授業形態（対面・
もしくはオンライ
ン）：指導教員により
異なるので、詳細につ
いては各教員へ問い合
わせること。



0BTX208
ヒューマンバイオロ
ジー特論II

1 1.0 2 秋ABC 随時
ヒューマンバイオ
ロジー学位プログ
ラム研究指導教員

専門分野とすることを希望する複数の研究室のプログレス
ミーティングに参加し、最新の研究成果の発表を題材とし、
研究の目的、方法、結果を理解し、その意義や残された課題
について討論を行い、実践的な研究の進め方を学修する。

英語で授業。
主専攻必修科目. 対面
(オンライン併用型)
※ 授業形態（対面・
もしくはオンライ
ン）：指導教員により
異なるので、詳細につ
いては各教員へ問い合
わせること。

0BTX209
ヒューマンバイオロ
ジー演習II

2 1.0 2 春ABC 随時
ヒューマンバイオ
ロジー学位プログ
ラム研究指導教員

専門分野とすることを希望する複数の研究室の抄読会に参加
し、最新の原著論文を自ら抄読し、これを発表し、当該研究
の意義、問題点、残された課題について討論するとともにプ
レゼンテーション能力を涵養する。

英語で授業。
主専攻必修科目. 対面
(オンライン併用型)
※ 授業形態（対面・
もしくはオンライ
ン）：指導教員により
異なるので、詳細につ
いては各教員へ問い合
わせること。

0BTX210
ヒューマンバイオロ
ジー演習II

2 1.0 2 秋ABC 随時
ヒューマンバイオ
ロジー学位プログ
ラム研究指導教員

専門分野とすることを希望する複数の研究室の抄読会に参加
し、最新の原著論文を自ら抄読し、これを発表し、当該研究
の意義、問題点、残された課題について討論するとともにプ
レゼンテーション能力を涵養する。

英語で授業。
主専攻必修科目. 対面
(オンライン併用型)
※ 授業形態（対面・
もしくはオンライ
ン）：指導教員により
異なるので、詳細につ
いては各教員へ問い合
わせること。

0BTX211
ヒューマンバイオロ
ジー実験実習II

3 1.0 2 春ABC 随時
ヒューマンバイオ
ロジー学位プログ
ラム研究指導教員

専門分野とすることを希望する特定の研究室で主要な研究手
技の原理と方法について実践によって学ぶ。

英語で授業。
主専攻必修科目. 対面

0BTX212
ヒューマンバイオロ
ジー実験実習II

3 1.0 2 秋ABC 随時
ヒューマンバイオ
ロジー学位プログ
ラム研究指導教員

専門分野とすることを希望する特定の研究室で主要な研究手
技の原理と方法について実践によって学ぶ。

英語で授業。
主専攻必修科目. 対面

0BTX213
ヒューマンバイオロ
ジー研究I

2 2.0 1 秋ABC 随時
ヒューマンバイオ
ロジー学位プログ
ラム研究指導教員

専門分野とすることを希望する特定の研究室で、主要な研究
手技の原理と方法について、実践によって学ぶ。

英語で授業。
主専攻必修科目. 対面

0BTX215
ヒューマンバイオロ
ジー研究II

3 10.0 2 通年 随時
ヒューマンバイオ
ロジー学位プログ
ラム研究指導教員

専門分野とすることを希望する特定の研究室で行われている
研究プロジェクトの目的、方法、意義を実践によって理解
し、学ぶ。

英語で授業。
主専攻必修科目. 対面

0BTX217
ヒューマンバイオロ
ジー研究室演習I

3 5.0 1 秋ABC 随時
ヒューマンバイオ
ロジー学位プログ
ラム研究指導教員

指導教員とのチュートリアルを通して、論文のトピックを選
択するために必要な基本的な知識を得る方法を学ぶ。指導教
員との話し合いを通じて研究対象を選択し、研究の実施方法
を決定し、動物実験や遺伝子組換えなどの研究に必要な申請
手続きを行う。グローバル問題に関する基礎的な知識と情報
を蓄積し、その分野における研究状況を理解し、論文のト
ピックを選択する。これらを通して、グローバルな問題を解
決するために世界の動向、選択した研究テーマの意義、研究
の実施に必要な研究方法、研究に必要な規制や申請手続きを
説明できることができるようになる。

英語で授業。
主専攻必修科目. 対面

0BTX218
ヒューマンバイオロ
ジー研究室演習I

3 5.0 1 春ABC 随時
ヒューマンバイオ
ロジー学位プログ
ラム研究指導教員

指導教員とのチュートリアルを通して、論文のトピックを選
択するために必要な基本的な知識を得る方法を学ぶ。指導教
員との話し合いを通じて研究対象を選択し、研究の実施方法
を決定し、動物実験や遺伝子組換えなどの研究に必要な申請
手続きを行う。グローバル問題に関する基礎的な知識と情報
を蓄積し、その分野における研究状況を理解し、論文のト
ピックを選択する。これらを通して、グローバルな問題を解
決するために世界の動向、選択した研究テーマの意義、研究
の実施に必要な研究方法、研究に必要な規制や申請手続きを
説明できることができるようになる。

英語で授業。
主専攻必修科目. 対面

0BTX219
ヒューマンバイオロ
ジー研究III

3 10.0 3 通年 随時
ヒューマンバイオ
ロジー学位プログ
ラム研究指導教員

学位論文につながる研究テーマについて、研究指導教員の指
導の下で、研究計画を設定し、研究を遂行する。当該分野の
研究の最新の動向を広く理解するために発表された原著論文
に精通するとともに学会での討論などを通じて、独立した研
究者としての最先端の専門知識を習得する。また、自らの研
究結果を適切に解釈し、必要な技能を習得して、それを不断
に向上させるとともに新たな研究手法の確立にも励んで研究
を進展させるとともに、論文としてのまとめ方と論文執筆の
技能を習得する。

英語で授業。
主専攻必修科目. 対面


